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Shunichi KOSHIMURA
仕事を選べない

Shunichi KOSHIMURA
実践的を重視するあまりの研究の質の低下，学術的価値の喪失

Shunichi KOSHIMURA
自治体や関係機関と共に考えることにより研究成果の実践性を高める

Shunichi KOSHIMURA
地域への働きかけ，災害への正しい理解を促す機会

Shunichi KOSHIMURA
阪神・淡路大震災の経験・教訓を一般化し，将来の減災戦略につなぐ

Shunichi KOSHIMURA
巨大災害の減災戦略研究の実施．敵を明らかにして具体的に取り組む

Shunichi KOSHIMURA
外部資金を積極的に獲得する．他機関との共同研究を推進

Shunichi KOSHIMURA
研究サポート体制を強化し，研究エフォートを上げる

Shunichi KOSHIMURA
委員会活動等を積極的に．その立場をフルに活用する

Shunichi KOSHIMURA
予算執行の自由度と執行手続きの簡略化

Shunichi KOSHIMURA
5年10年を見据えた研究ができるとは言えない

Shunichi KOSHIMURA
東南海・南海地震対策，ここ1，2年が勝負．

Shunichi KOSHIMURA
学会でのパフォーマンスが不十分？

Shunichi KOSHIMURA
阪神・淡路大震災の経験・教訓を風化させないための働きかけ

Shunichi KOSHIMURA
活動的な若手の研究員がいる
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